
 

                        

 

 

 

 

 

 
2019 年 10 月 10 日 

各   位 
会 社 名 株 式 会 社 イ ー グ ラ ン ド 

代 表 者 名 代表取締役社長 江口 久 

 （コード番号：3294 東証第一部） 

問 合 せ 先 取締役管理部長 白惣 考史  

 （℡. 03-3518-9779） 

 

2020年３月期第２四半期累計期間業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績動向を踏まえ、2019 年５月 10 日に公表いたしました 2020 年３月期の第２四半期累計期間業績予

想を、下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

１．業績予想数値の修正 

第２四半期累計期間業績予想数値の修正（2019 年４月 1 日～2019 年９月 30 日） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前 回 公 表 予 想（Ａ） 

（2019 年５月 10 日公表） 

百万円 

11,125 

百万円 

635 

百万円 

490 

百万円 

335 

円 銭 

53.22 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 9,656 610 512 348 55.28 

増 減 額（Ｂ-Ａ） △1,469 △25 22 13 ― 

増 減 率（％） △13.2 △3.9 4.5 3.9 ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2019 年３月期第２四半期） 
8,767 360 258 176 27.97 

 

２．業績予想の修正理由 

 当第２四半期累計期間につきましては、居住用物件の販売が期初の見込みに対して振るわなかったことに

加え、当四半期中に予定しておりました大型物件の売却が不調に終わったことから、売上高は当初の予想を

下回ることとなりました。 

その一方で、利益面では、仕入における利益率重視の方針が功を奏し、売上総利益率の改善は当初の見込

みよりも順調に進んでおります。営業利益につきましては、販管費の抑制は図れているものの、売上高の伸

び悩みの影響により当初予想を若干下回る見込みですが、経常利益および四半期純利益につきましては、支

払利息の圧縮等により当初予想を上回る見込みとなりました。これらの結果、前年同四半期実績に対しては

増収増益となる見通しです。 

 以上の理由により、2019年５月 10 日に公表いたしました 2020 年３月期の第２四半期累計期間の業績予想

を修正させていただきます。 

なお、通期業績予想につきましては、2019 年５月 10 日に公表いたしました予想値に変更はございません。 

 

※上記業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成しております。そのため、実際の業

績は上記の予想とは異なる場合があります。 

 

以上 


